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音楽の秋
JAZZ in 四国 (愛南町) 2019特集
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本物のジャズの演奏が聴衆を圧倒
JAZZ in 四国 ( 愛南町 ) 2019

　
「
J
A
Z
Z
i
n
四
国
（
愛

南
町
）
2
0
1
9
」（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
御
荘
文
化
セ

ン
タ
ー
で
あ
り
、
町
内
外
か
ら

約
４
５
０
人
の
音
楽
愛
好
者

が
来
場
し
て
プ
ロ
の
ジ
ャ
ズ

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
奏
で
る

音
色
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

町
出
身
の
ジ
ャ
ズ
ベ
ー
シ

ス
ト
・
故
岡
田
勉つ

と
むさ
ん
の
追
悼

コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
平
成
26

年
に
始
ま
り
今
回
で
６
回
目
。

出
演
４
グ
ル
ー
プ
が
５
時
間

に
わ
た
っ
て
多
彩
な
曲
目
を

披
露
す
る
と
、
会
場
か
ら
歓
声

や
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

第
２
回
か
ら
連
続
で
来
場

し
て
い
る
畠
山
喜よ

し

文ふ
み

さ
ん
（
城

辺
甲
）
は
、「
峰
厚こ

う

介す
け

さ
ん
の

曲
は
疾
走
感
が
あ
り
、
迫
力

の
あ
る
演
奏
だ
っ
た
」
と
話

し
、
松
山
市
か
ら
訪
れ
た
立

花
涼り

ょ
う

子こ

さ
ん
は
、「
J
A
Z
Z

i
n
南
レ
ク
に
は
来
た
こ
と

が
あ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は
初
め

て
。
本
物
の
音
楽
を
聴
く
機
会

が
な
い
の
で
刺
激
を
受
け
た

し
、
楽
し
か
っ
た
」
と
満
足
し

た
様
子
で
し
た
。
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プ
ロ
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
に
子

ど
も
た
ち
な
ど
歓
声

　

J
A
Z
Z
i
n
四
国
（
愛
南

町
）
の
出
演
グ
ル
ー
プ
２
組
に
よ

る
「
子
供
た
ち
の
た
め
の
ジ
ャ
ズ

演
奏
会
」
が
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

で
あ
り
、
家
族
連
れ
や
学
生
、
地

域
の
方
な
ど
が
来
場
し
て
ジ
ャ
ズ

の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
南
宇
和
高
校
吹
奏
楽
部
も
出
演

し
、
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と

協
演
す
る
と
、
会
場
か
ら
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　
友
達
と
訪
れ
た
埜
下
紗さ

愛え

さ
ん

（
御
荘
中
２
年
）
は
、「
演
奏
す
る

姿
も
音
も
格
好
良
か
っ
た
」
と
話

し
、
楽
し
ん
だ
様
子
で
し
た
。

プロのミュージシャンと協演する
南宇和高校吹奏楽部の生徒

愛媛CATV
動画

　「無茶苦茶だと思いましたよ。やめた方が良いと」。JAZZ in 四国 ( 愛南町 ) 実行委員会で実行委
員長を務める岡田一

かず
男
お

さんは、５人きょうだいの弟、勉
つとむ

さんが大学在学中にミュージシャンを志
したときのことをそう振り返ります。やがて勉

つとむ
さんは大学を中退し、ジャズベーシストの道に進み

ました。「成功したのはいろいろな幸運も重なったから。でも、亡くなってからもこうやって名前
が出て、それがずっと残っていく。今となっては良かったなと思います。うらやましいですね」。

岡田 勉
つとむ

  (昭和23年生まれ。平城小－御荘中－南宇和高－上智大(中退)）
　ジャズミュージシャン。愛称は"ベンさん"。上智大学在学中、軽音楽部のロックバンドでギターを担当。大学２
回生のとき、友人の誘いでジャズバンドに参加。大学中退と前後してギターからベースに転向。以来、ジャズベー
シストとして活躍し、平成25年に病のため没。仲間のミュージシャンや地元の方などが協力し、勉

つとむ
さんの追悼コ

ンサートとして平成26年に「JAZZ in 四国 (愛南町)」(第１回)が開かれた。

弟の生き方、うらやましい

渋谷毅エッセンシャル・エリントン with 清水秀子 The Cats from North with MINE

JAZZ in 四国 ( 愛南町 ) 実行委員会　実行委員長　岡田 一
かず

男
お

さん


